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ｔ
め
わ
せ
，
欠
え
丁
、
え
九
ケ
わ
が
子
〓
‥
‥
‥

さ
ま
ざ
ま
，
な
．，
“
い
が
条
ま
る
『ｔ
，
，
，
さ
，
』。

お
ざ
そ
か
，
御
神
戌
に
、
わ
在
０
■
が
ヽヽ
だ
ま
す
る

ス

ス

、
ヽ

と

１

ｌ

Ｊ

ζ́

と

わ

、
ィ

′

´
ル

ー

３

「

警
が
醸
躙
■
圃
騨

千
姜
時
代
の
『
延
暮
式
神
名
燥
』
（政
府
の
神
社
合
帳
）
に

陸
奥
国
百
座
ヤ
の
「名
神
夫
社
」
と
し
て
記
載
さ
れ
、

壼
竃
の
神
に
御
協
力
さ
れ
た
と
伝
え
ら
久
る

恙
皮
彦
神
（し
は
ひ
こ
の
か
み
）
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。

晨
業
守
護

ｏ
国
上
開
発

・
殖
産
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
ｋ
て
ま
す
。

菫

Ｅ

ヴ

ク

ラ

ょ

昭

「

十

“

千

■

ｔ

口

Ｄ

ン
、

コ

の

ヽ

本

記

念

勿

こ

旨

こ

ざ

■

ま

し

ｔ

ｏ

古
く
よ
り
、
東
北
鎮
護

・
陸
奥
国

一
え
官
と
し
て

朝
廷
を
は
じ
め
と
す
る
崇
敬
を
あ
つ
め
、

別
會
に
登
上
老
翁
神
（し
ほ
つ
ち
お
ぢ
の
か
み
）
・
左
官
に
式
甕
桂
神
（た
け
み
か
。つ
ち
の
か
み
Ｙ

若
官
に
径
津
主
神
（ふ
つ
ぬ
し
の
か
み
）
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。

広
く
式
理
長
久
の
神
と
し
て
、
ま
た
、
塩
業
や
漁
業
の
守
護
、

家
内
安
全

。
延
令
長
寿

。
交
通
姜
仝

。
厄
除
け
、

と
り
わ
け
安
産
守ヽ
護
の
神
と
し
て
全
国
津
々
浦
々
よ
り
信
仰
さ
旅
て
ま
す
。



Ｌ
薇
二
古
よ

仙
台
市

の
北
東
約
十
六
ｋ

ｍ
、
平
安

の
昔
奥
州

へ
下
向

の
都
人
を
魅
了
し
、
か
の
松
尾
芭
蕉
も
訪

れ
絶
賛

し
た

『
千
賀

の
浦

（松
島
湾
こ

の
側

の
小
高

い
丘
『
一
森
山
』
の
地

に
両
社
を
お
祀
り
し
、
長

い
歴
史
を
物
語
る
境
内
か
ら
は
、

遠
く
は
牡
鹿
半
島

・金
華
山
、
近
く
は
「
日
本
三
景
」
の

一
つ
『
松
島
』
の
島

力
が
望
ま
れ
ま
す
。

松
島
湾
は
、
暖
流
と
寒
流

の
合
流
点

で
、
海
上

の
金
華
山
沖
は
世
界
三
大
漁
場

の

一
つ
と

い
わ
れ
る
魚

の
宝
庫

で
す
。

ま
た
、
約

二
十
八
，
１
人
二
十
七
町
歩

）
の
境
内
は
、
植
物

の
分
布
上
、
学
術
的

に
も
南
北
植
物

の
限
界
と
し
て
重
要
視

さ
れ
、

「
盟
竃
ザ
ク
ラ
」
ｏ
「
多
羅
葉
」
な
ど
地
生

。栽
植
あ
わ
せ
お
よ
そ
五
百
種

に
も

お
よ
ぶ
植
物
が
繁
茂
し
て
い
る
ほ
か
、

キ
ジ
ｏ
オ
ナ
ガ
・
ツ
グ
ミ
な
ど
の
野
鳥
も
多
く
棲
息

し
て
お
り
ま
す
。

四
季
折

力
の
花

々
が
、
キ壮
厳
な
社
殿
と
美
し
く
調
和
す
る
『
一
森
山
』
の
御
神
域
を
、

地
元
民
は
親
し
み
を

こ
め
て
『
お
山
』
と
称
し
、
御
社
名
は
全
国
的

に
も
『
し
お
が
ま
さ
ま
』
と
尊
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

鑢
蝙
中
参
拝
つ
に
お
り



恣
皮
・形
″
社

当
神
社
は
、
東
山
道
よ
り
陸
奥
鎮
守ヽ
府

を
未
ね
た
多
賀
城
国
府

（九
州
太
宰
府

と
同
年
の
政
庁
）
に
入
る
交
通
の
要
所

陸
臭
国
官
城
郡
岩
勿
村
（現
在
、
価
台
下ヽ

官
城
野
区
岩
勿
）
冠
川
の
畔
に
鎮
座
さ
な
、

『
延
喜
式
内
名
神
夫
社
』
と
し
て
朝
廷

の
専
信
こ
と
の
ほ
か
厚
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
明
治
四
年
貧
入
七
し
、
国
幣
ヤ

社
に
御
治
定
さ
れ
、
明
治
天
皇
の
御

思
召
し
に
よ
り
、
明
治
七
年
貧
入
七
四
）
、

盤
竃
神
社
の
別
宮
本
殿
に
近
祀
さ
ｋ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
費
に
よ
り
社
殿
を
御

造
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
九
年
貧
九
二
四
）
、
現
在
地
に
工
事
を
起
こ
し
、
明

治

・
夫
正

。
昭
わ
の
神
社
走
条
の
粋
を
集
め
て
竣
工
、
昭
わ
十
二
年
公
九
二
人
）
、

御
遷
座
申
し
上
げ
ま
し
た
。
本
殿
・
廻
廊
・
幣
殿
。
拝
殿
い
ず
れ
も
朱
黒
極
彩
色

漆
全
り
、
本
殿
は
二
間
社
檜
皮
革
き
流
造
、
拝
殿
は
銅
板
革
き
入
母
屋
造

で
、

昭
わ
二
十
八
年
公
九
六
３́
、
神
門
を
合
め
塩
竃
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
枚
ま
し
た
。

霊

電

神

社

当
神
社
の
創
定
の
年
代
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
式
甕
槌
神
と
径
津
二

神
が
陸
奥
国
を
千
定
し
た
時
に
、
両
神

の
道
案
内
を
し
た
盟
上
老
翁
神
が
こ
の
地

に
留
よ
り
、
人
々
に
塩
づ
く
り
を
教

え
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
久
ま
す
。

当
神
社
は
、
千
姜
時
代
初
期
に
編
集
さ
久

た

『
弘
仁
式
』
の
主
税
帳
に

「
豊
竃

神
を
祭
る
料
壼
高
末
」
と
記
さ
薇
、
当

時
陸
奥
国
よ
り
六
搭
萬
参
千
末
の
工
税

が
微
颯
さ
薇
て
い
た
時
代
に
、
こ
の
様
な
厚
い
祭
祀
料
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
矩
ら

れ
、
陸
奥
国
最
大
の
神
社
と
し
て
代
々
の
額
二
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
て
い
た
と
思

わ
久
ま
す
。
特
に
伊
逹
家
の
崇
敬
は
厚
く
、
伊
逹
氏
が
当
地
を
治
め
た
江
夕
時
代
以

降
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
、
歴
代
の
藩
主
は
、
『
人
神
主
』
と
し
て
祭
事
を
司
る
と
と

も
に
社
頌
・
太
刀
・
神
馬
な
ど
を
号ヽ
進
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
元
裸
四
年
公
六
九
こ
に

は
正
一
位
を
贈
ら
れ
、
明
治
七
年

公
入
七
四
）、
国
幣
ヤ
社
に
列
格
し
ま
し
た
。

現
在
の
社
殿
は
、
ケ
逹
家
四
代
藩
主
綱
村
公
が
元
裸
入
年

公
六
九
二
）
、
社
殿
の

生
営
計
画
を
た
て
工
事
に
着
手
さ
れ
、
九
年
後
、
五
代
藩
主
吉
村
公
の
宝
永
元
年

貧
七
〇
四
）
に
竣
工
し
ま
し
た
。
別
官

。
左
官

。
若
官
の
二
棟
の
本
殿
は
い
ず
ｋ

も
二
方
を
勾
相
の
あ
る
縁
を
ま
わ
し
、
装
飾
を
お
さ
え
た
木
造
素
木
二
間
社
檜
皮
革

き
流
造
、
一
方
、
別
官
お
よ
び
左
若
官
の
二
棟
の
拝
殿
は
昔
風
で
幸
や
か
な
様
式
の

朱
漆
塗
釦
板
革
き
入
母
渥
辻
と
好
対
照
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
商
向
き
の
左
官
と
若
官
、
松
島
湾
を
背
に
し
た
西
向
き
の
別
官
の
二
本
殿
と
ニ

拝
殿
の
社
殿
に
カロ
え
、
門
（唐
門
）
。
理
廊

。
随
身
門
（楼
門
）
が
整
然
と
な
ら
ぶ

構
成
は
、
江
′
中
期
の
神
社
定
条
と
し
て
は
類
例
が
な
く
、
そ
の
歴
史
的
価
値
が
認

め
ら
れ
、
千
咸
十
四
年
↑
一〇
〇

し́
に
本
殿
以
下
十
四
棟
の
建
物
と
妬
烏
居

一
基

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
宝
永
期
以
降
二
十
年
に
一
及ヽ
の

式
年
ミ
官
の
制
度
が
設
け
ら
久
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

盟 竃 神社 別 宮

境
内
に
は
、
神
明
社
・
入
幡
れ
・
住
昔
社
・
稲
荷
在
、
ま
た
、
琉

外
の
市
内
本
町
に
は
、
御
釜
神
社
・牛
る
藤
鞭
社
を
お
祀
り

し
て
お
り
ま
す
。
御
釜
神
社
で
は
、
■
年
七
月
四
日
か
ら
六

日
に
か
け
製
塩
の
故
事
を
つ
た
え
る
『藻
塩
焼
神
事
…
昭
わ

二
十
四
キ
２
九
七
九
）
官
城
早
エ
ル
民
俗
文
化
財
希
定
』
を

希
行
し
、
出
来
上
が
っ
た
荒
塩
は
七
月
十
日
の
重
竃
神
な
の
例

茶
に
お
供
え
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ
歌
の
Ｚ
所
と
し
て
奔
ら
薇

る
籠
島
↑
Ｔ
内
新
浜
町
）
に
は
、
山
木
神
祥
を
お
祀
り
し
て
お

り
ま
ｔ
な
お
、雛
島
は
昭
わ
四
十
一年
公
え
六
六
）、塩
竃
市
の

名
勝
に
指
定
さ
薇
ま
し
た
。

御

釜

神

社

定
造
物
の
は
か
に
、

境
内
で
は
え
治
神
燈
・

文
化
燈
籠
。
日
時
計

文

化

燈

籠

な
ど
の
文
化
財
を

几
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

境
内
で
は
、
国
の
人
然
記
念
物
『
豊
竃
ザ
ク
ラ
』
や
、
中
国
渡
来
の
颯
梅
を
は
じ
め
、
多
羅

栞
・十
月
桜
・冬
山
椒
・
れ
羊
歯
・松
島
笹
・赤
日
樫
な
ど
珍
し
い
植
物
が
几
ら
薇
ま
ｔ

●
堕
竃
ザ
ク
ラ

堀
河
天
皇
御
製

め
け
て
代
に
さ
で
，
質́
で
几
じ
監
宅

の

桜
の
本
に
烙
人
の
か
く
れ
や

古
く
か
ら
歌
に
も
詠
ま
れ
た
著
名
な
桜

で
す
。
サ
ト
ザ
ク
ラ
系

の

八
重
桜
で
、
例
年
五
月
初
旬

に
満
開
に
な
り
ま
す
。

監
竃
ザ
ク
ラ
は
昭
和
十
五
年
２
九
四
〇
）
、
国

の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
３

当
時
の
樹
は
枯
損
し
て
現
存
し
ま
せ
ん
が
、
苗
木
の
育
成
に
努
め
、
保
存
処
置
が
み
の

り
、
境
内

の
堕
竃
ザ
ク
ラ
が

『
堕
竃
神
社
の
聾
竃
ザ
ク
ラ
」
と
し
て
昭
和
六
十
二
年

２
九
八
七
）、
再
び
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
堕
竃
神
社
の
多
羅
葉

モ
チ
ノ
キ
科
に
属
す
る
亜
熱
帯
植
物
の
多
羅
葉
は
、
雌
雄
異
株
の
常
緑
高
木
で
、
主
に

近
畿
以
西
に
自
生
し
て
お
り
、
植
栽
可
能
な
北
限
地
帯
で
こ
の
よ
う
な
大
本
は
珍
し

く
、
昭
和
四
十
五
年

■
九
七
〇
）
、
宮
城
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

春乙   ノに

堕竃神社例祭

久 た る 年 同 拳

1月    1日  歳旦祭
3日  元始祭
14日  松明祭

2月 立春前日 節分祭
11日  紀元祭
17日  祈年祭

3月   10日  帆手祭
29日 志波彦神社例祭

4月 第四日曜日 花祭
29日  昭和祭

5月   上旬 御神田御田植祭
6月    30日  大祓式
7月 4日～ 6日  藻塩焼神事・御釜神社例祭

日日寺言十

又

娃

…

7日 牛石藤鞭社例祭
10日  藍宅神社例祭

第二月曜日 みなと祭
8月    1日  曲木神社例祭
9月   下旬 御神田抜穂祭

29日 志波彦神社遷座記念祭
10月   5日  献茶祭 (裏 千家 )

中旬 壼寵神社講社大祭
17日  神営奉祝祭

11月   3日  明治祭
中旬 七五三詣
23日 新嘗祭・初穂曳

12月   1日  嘉津良比祭
23日 天長祭
31日 大祓式・除夜祭

1日 朔日祭
10日  雷寵神社月次祭
29日 志波彦神社月次祭

みなと祭

毎 月



竹
材

。
神
前
屍
賂
式

安
産
守
護

・
安
産
御
礼
（初
官
詣
Ｙ
延
命
長
寿

・
海
上
安
全

。
大
漁
満
足

・
家
内
安
全

・

交
通
安
全

・
厄
除
け
な
ど
の
祈
願
の
ほ
か
、
神
前
結
婚
式
を
執
り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
個
人
の
祈
祷
＝
五
、○
○
○
円
以
上
の
初
穂
料
。

●
神

楽

祈

祷
＝
別
に
定
め
る
規
定
に
よ
り
、
巫
女
神
楽
舞
を

奉
奏
致
し
ま
す
。

●
団
体
の
祈
祷
‐
特
別
の
取
扱
を
致
し
ま
す
か
ら

●
神
前
結
婚
式
　
受́
付
で
御
相
談
下
さ
い
。

※
御
祈
願
を
郵
便
に
て
お
申
込
の
場
合
は
、

祈
祷
執
行
の
上
神
符
神
餞
を
送
付
致
し
ま
す
。

尚
、
御
送
金
は
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
振
替

（〇
三
二
〇
〇
―
八
―
八

一
七
四
）
を
御
利
用
下
さ
い
。

壼
電
馨
社

蜘
竃
講
社
は
、
『し
お
が
ま
さ
ま
』
を
崇
敬
さ
れ
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
一
年
清
々
し

い
お
気
持
ち
で
御
家
族

一
同
健
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
う
皆
様
の
集
い
で
す
。
堕
竃

講
社
に
入
講
さ
れ
ま
す
と
、
毎
朝
神
前
に
て
日
供
を
奉
り
、
御
家
族
皆
様
の
家
内
安
全

家
業
繁
栄
を
祈
願
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
毎
年
、
秋
の
「講
社
大
祭
」
に
御
招
待
申
し
上
げ
、

講
員
皆
様
の
諸
願
成
就
特
別
祈
願
を
執
り
行
な
い
ま
す
。

堕
乞
神
社
博
物
年

堕
竃
神
社
博
物
館
は
、
氏
子
三
祭
で
御
神
幸
さ
れ
る
神
輿
や
人
々
の
信
仰
を

つ
た
え
る

御
神
宝
類
を
は
じ
め
、
数
々
の
文
化
財
、
御
祭
神
に
ゆ
か
り
の
深
い
製
塩

・
漁
業
に
関

す
る
お
よ
そ
五
、〇
〇
〇
点
の
資
料
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で
　
　
　
　
四
月
～
九
月

劉

　

午
前
八
時
三
十
分
よ
り
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
　
仁
用

一
柱
刊
月．

観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で
　
　
　
　
一
月

・
十
二
月

※
年
中
無
休
。

但
し
、
展
示
替
え
な
ど
の
都
合
に
よ
り
臨
時
に

休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
　
人
　
二
〇
〇
円

料
　
　
中
高
生

　

一
五
〇
円

館入
　
　
小
学
生
　
　
八
〇
円

団
　
体
　
二
〇
名
以
上
割
引

※
特
別
展
の
入
館
料
は
そ
の
つ
ど
定
め
ま
す
。


